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－2016 2017－2020 2021－2025

〈デジタルアーカイブジャパン推進の経緯と今後の展開〉

 会議体の設置
 現状把握と各種課題
の検討

 先進機関におけるアー
カイブ構築

【具体的取組み】
・デジタルアーカイブ推進に関
するタスクフォースの設置

(2014.2)
・関係省庁連絡会/実務者
協議会の開催 (2015.9~)
→とりまとめ公表

「我が国におけるデジタルアー
カイブ推進の方向性」

(2017.4)
「デジタルアーカイブの構築・
共有・活用ガイドライン」

(2017.4)

推進体制の整備
デジタルアーカイブ化促進

統合ポータルの整備と運用の開始
分野間のアーカイブ連携促進

 各分野・機関における資料等のデジタル化・システム
整備等の促進

 アーカイブ利活用に向けた基盤整備
 ジャパンサーチの公開と機能の強化
 つなぎ役の育成および連携の促進
 利活用事例の創出

【具体的取組み】
・デジタルアーカイブジャパン推進委員会／実務者検討委員会
の設置 (2017.９~)
→各種指針等・報告のとりまとめ・公表

「デジタルアーカイブアセスメントツール」（2018.４）
「デジタルアーカイブにおける望ましい二次利用条件表示の
在り方について」（2019.4）
「デジタルアーカイブのための長期保存ガイドライン」（2020.8）

「我が国が目指すデジタルアーカイブ社会の実現に向けて
（３か年総括報告書）」（2020.8）

・ジャパンサーチ試験版（2019.2）、正式版（2020.8）の公開

フェーズ0 フェーズ1 フェーズ2

ジャパンサーチを核とした
デジタルアーカイブの拡充・利活用の促進等

 デジタルコンテンツの拡充・オープン化の推進
 ジャパンサーチを核とした、アーカイブ機関の連携の強化
（つなぎ）とデジタルアーカイブの利活用の拡大（拡げ）
 アーカイブ機関の人材教育支援
 デジタルアーカイブジャパンの今後の推進の在り方検討・
関連他分野の政策との連携方針・役割分担等の明確化

【具体的取組み】
･｢ジャパンサーチ戦略方針2021-2025｣の策定（2021.9）

→「ジャパンサーチアクションプラン2021-2025」（2022.4）

→「『ジャパンサーチ戦略方針2021-2025』の実行に
向けた各分野の工程表」（2022.７）

様々な分野での社会課題の解決
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人材育成／意識啓発

2

３
つ
の
価
値

６
つ
の
課
題

記録・記憶の継承
と再構築

コミュニティを支える
共通知識基盤

新たな
社会ネットワークの形成

〈「ジャパンサーチ戦略方針」の実行に向けて取り組むべき課題〉

４
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

伝える

支える

拡げる

挑む

・学び/遊び体験の支援
・キュレーション活動の支援
・コンテンツ連携/ひと連携の支援
・DAの長期保存の支援

・DAの集約/整理と継承
・活用方法の情報共有
・構築･連携の情報共有
・魅力の発信

・デジタル化推進/DAの拡充
・人材発掘/ファンの拡大
・地域DAとの連携拡充
・利用条件表示等の拡大

・オープン化の推進 ・先端技術の導入
・新たなネットワークの構築 ・社会のDX化の促進

拡げ役の役割推進
利活用促進
活用者支援

つなぎ役の役割推進
アーカイブ機関支援

オープン化の推進

デジタルコンテンツ
の拡充

ジャパンサーチアクションプランの遂行

ジ
ャ
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ン
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チ
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方
針
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プ
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ン



（ジャパンサーチアクションプランの遂行）
デジタルアーカイブが日常に溶け込んだ豊かな創造的社会の実現を目指し、ジャパンサーチを核として、デジタルアーカイブの拡充
と利活用の促進を図るよう、「ジャパンサーチアクションプラン」に掲げる目標を踏まえ、各分野で求められる取組みを、できることか
ら着実に遂行していくことが必要。

（デジタルコンテンツの拡充）
関係アーカイブ機関が連携しつつ、人的資源の確保や財源確保、権利処理、技術的課題への対応等を図りながら、デジタルコンテ
ンツの収集や、収蔵する各種資料のデジタル化、長期保存のための取組等を進め、各分野におけるデジタルコンテンツの拡充を推
進していくことが必要。

（オープン化の促進）
デジタルコンテンツの発見可能性を高めるよう、メタデータのオープン化（原則CC0）や、サムネイル／プレビューの公開等を進めると
ともに、それらコンテンツがどのような条件で利用できるのかを分かりやすく伝えるよう、適切な二次利用条件表示の取組を推進する
ことが必要。さらに、著作権者等の権利保護にも十分留意しつつ、自由に利用できるデジタルコンテンツ等（CC0、CC BYなど）
の公開を拡大していくことが必要。

（人材育成・意識啓発）
所蔵するコンテンツの中に付加価値を見出し、発信することのできるキュレーター人材や、各分野・地域等の事情を理解した上で、
デジタルアーカイブを構築し、国際標準とすり合わせていくことのできる人材を育成していくことが必要。 外部専門人材の活用やアー
カイブ機関の専門スタッフの広域活用など、人的基盤の整備に向けた多様な方策の検討も必要。
デジタルアーカイブ活動の重要性等について、アーカイブ構築側・利活用側双方の理解を深め、その認識を共有していけるよう、広
報活動等に努めることが必要。

（つなぎ役の役割推進／アーカイブ機関支援）
各分野におけるジャパンサーチとの連携のつなぎ役として、連携先の拡大に努めるとともに、デジタルコンテンツの拡充に向けた各般の
課題への対応等を先導するなど、関係アーカイブ機関への支援の取組を推進していくことが必要。

（拡げ役の役割推進／利活用促進・活用者支援）
社会におけるデジタルアーカイブ活用を推進する拡げ役として、利活用促進や利用者支援の取組を自ら推進するとともに、これら役
割を共に担う機関や団体、個人等の輪を拡げてくことが必要。

3〈６つの課題〉



年度
項目 2021 2022 2023 2024 2025

ジャパンサーチ
アクションプラン

の遂行

デジタルコンテンツ
の拡充

オープン化の促進

人材育成・意識啓発

つなぎ役の役割推進
アーカイブ機関支援

拡げ役の役割推進
利活用促進
活用者支援

その他独自の取組等

戦略方針
策定

アクション
プラン策定 次期運営体制の検討

アクションプランの推進（連携拡充・活用促進・広報強化等）

次期デジタルアーカイブジャパン推進体制の検討

次期戦略方針の検討

コレクションポリシーに沿った連携拡大コレクションポリシー策定

アーカイブ機関の資料デジタル化及びデジタル資料収集の促進に向けて、関係府省等へ取組への協力

「デジタルアーカイブにおける望ましい二次利用条件表示の在り方について」の周知（必要に応じて改訂）

オープン化の好事例の整理、情報発信

「デジタルアーカイブの構築・共有・活用ガイドライン」・「アセスメントツール」の改訂・周知

「長期保存ガイドライン」の周知（必要に応じて改訂）

JPS2周年
イベントの開催

つなぎ役支援策の検討／候補機関の構築・拡大／JPSとの連携拡大

産学官FおよびJPS関
連イベント開催 JPS関連及び利活用促進・事例共有イベントの開催

アーカイブ構築支援事例の共有

アーカイブ構築相談窓口の検討

拡げ役支援策の検討 拡げ役の支援・利活用促進

JPS等での活用事例の共有・発信

利活用者向けイベントの開催

新しい推進体制の運用

相談窓口体制の整備・周知

4■全体 「ジャパンサーチ戦略方針2021-2025」の実行に向けた工程表



年度
項目 2021 2022 2023 2024 2025

ジャパンサーチ
アクションプラン

の遂行

デジタルコンテンツ
の拡充

オープン化の促進

人材育成・意識啓発

つなぎ役の役割推進
アーカイブ機関支援

拡げ役の役割推進
利活用促進
活用者支援

その他独自の取組等

■文化遺産（文化庁_文化遺産オンライン）

リニューアルサイトのデジタルコンテンツの拡充

「文化遺産オンライン」の整備・運用、継続的な機能・情報充実

全国の美術館・博物館等におけるデジタルアーカイブ化の促進

オープン化の推進（CC0,CC BYでの公開を促進する）

全国の美術館・博物館等へ利活用促進策の実施

全国の美術館・博物館等のネットワーク拡充、
各館の取組支援、好事例の紹介

利活用促進策の実施（教育利用等の好事例紹介）

マルチメディア対応・多言語化対応
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年度
項目 2021 2022 2023 2024 2025

ジャパンサーチ
アクションプラン

の遂行

デジタルコンテンツ
の拡充

オープン化の促進

人材育成・意識啓発

つなぎ役の役割推進
アーカイブ機関支援

拡げ役の役割推進
利活用促進
活用者支援

その他独自の取組等

■文化財（国立文化財機構）

ColBaseのJPS連携の自動化

機構内各施設DBとJPS連携の推進

所蔵品デジタル化の推進・ColBase掲載データの充実

ColBaseのCC BYでの公開

機構内各施設のColBase連携支援

ColBaseのデータ利用状況調査の検討および
それに基づく活用促進

学会・研修会等を通じたColBase・JPS等の紹介、意識啓発

ColBase利便性向上の取り組み（作品種別データの整備等）

博物館等のデジタルアーカイブ構築運用に関する外部からの相談への対応
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年度
項目 2021 2022 2023 2024 2025

ジャパンサーチ
アクションプラン

の遂行

デジタルコンテンツ
の拡充

オープン化の促進

人材育成・意識啓発

つなぎ役の役割推進
アーカイブ機関支援

7■美術（国立美術館）

所蔵作品情報の拡充（サムネイル画像含む）

国内展覧会情報の拡充（アートコモンズ）

メタデータのオープンライセンスでの公開促進

国立美術館職員対象のジャパンサーチ利用の啓蒙

つなぎ役（美術作品、展覧会情報）の継続的活動

国内美術館収蔵作品情報の発信
（SHŪZŌ等)

国内美術館収蔵作品情報の収集（SHŪZŌ等)



年度
項目 2021 2022 2023 2024 2025

ジャパンサーチ
アクションプラン

の遂行

デジタルコンテンツ
の拡充

オープン化の促進

人材育成・意識啓発

つなぎ役の役割推進
アーカイブ機関支援

拡げ役の役割推進
利活用促進
活用者支援

8■メディア芸術（文化庁_メディア芸術データベース）

メディア芸術データベースの機能改修、継続的な運用

メディア芸術データベースガイドラインの更新・周知

各アーカイブ機関内におけるデジタルアーカイブ化の支援

オープン化の推進（データセットやSPARQLエンドポイントの提供等）

拠点および人材ネットワーク間の活用事例の共有、利活用促進策の実施

拠点および人材ネットワークの拡充、各アーカイブ機関の取組を支援、
取組事例の紹介

利活用促進策の実施（メディア芸術データベース活用コンテスト等）
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9■映画（国立映画アーカイブ）
年度

項目 2021 2022 2023 2024 2025

ジャパンサーチ
アクションプラン

の遂行

デジタルコンテンツ
の拡充

オープン化の促進

人材育成・意識啓発

つなぎ役の役割推進
アーカイブ機関支援

フェーズ1：配信サイトの拡充 フェーズ2：NFAJポータル化 フェーズ3：
プラットフォーム化

外部映像
アーカイ
ブ機関向
けデジタ
ルアーカ
イブ構築
支援

外部映像アーカイブ機関
との映画・映像配信用メ
タデータ作成方針の共有

現在公開中の配信サイトを拡充させ、文化記録・
ニュース映画全般を扱う配信サイトを構築

初期劇映画等も含めて拡充した上で、既設の
配信サイトを集約するポータルサイトを開設

ポータルを拡充させ、
外部機関とも連携し
た国内の映像アーカ
イブプラットフォー
ム構築を目指す

映画フィルムのデジタル化
映画関連資料のデジタル化

デジタルデータの長期保存研究

権利情報の調査

メタデータをCC0での公開

外部映像アーカイブとのデジタルデータの長期保存関連情報の共有

NFAJポータル(仮)開設
歴史的映像

デジタルアーカイブ(仮)
開設

関東大震災映像
デジタルアーカイブ

拡充



10■放送番組（日本放送協会）
年度

項目 2021 2022 2023 2024 2025

ジャパンサーチ
アクションプラン

の遂行

デジタルコンテンツ
の拡充

オープン化の促進

人材育成・意識啓発

拡げ役の役割推進
利活用促進
活用者支援

その他独自の取組等

ジャパンサーチ連携コンテンツ、データの充実

実務、セミナー参加などを通して知識の深化、情報共有を推進

過去コンテンツの保存、メタデータ整備を推進

アーカイブ機関との情報共有を推進

課題の整理、検討継続

アーカイブコンテンツ展開施策の充実



年度
項目 2021 2022 2023 2024 2025

ジャパンサーチ
アクションプラン

の遂行

デジタルコンテンツ
の拡充

オープン化の促進

人材育成・意識啓発

つなぎ役の役割推進
アーカイブ機関支援

拡げ役の役割推進
利活用促進
活用者支援

その他独自の取組等

■放送番組（放送番組センター）

ジャパンサーチ連携データの拡充継続

放送法に基づく放送番組コンテンツの収集・保管・公開業務 推進継続

放送ライブラリ―公開番組の利活用の推進（全国の公共施設や教育機関等）継続

課題の整理、検討 継続

セミナー参加や実務を通しての知識習得、放送事業者への周知・啓発 継続

放送事業者等の関係機関への周知、広報活動の強化

放送事業者への周知・啓発、情報共有の推進 継続
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12■書籍等（国立国会図書館）
年度

項目 2021 2022 2023 2024 2025

ジャパンサーチ
アクションプラン

の遂行

デジタルコンテンツ
の拡充

オープン化の促進

人材育成・意識啓発

つなぎ役の役割推進
アーカイブ機関支援

拡げ役の役割推進
利活用促進
活用者支援

所蔵資料のデジタル化の推進、デジタル資料（他機関デジタル化資料含む）の収集

図書館等のデジタルアーカイブ等のデータの二次利用条件整備、オープン化の周知・支援

NDLサーチとの連携を通じて集約したデータの統合的検索機能の提供、標準化、オープン化の推進

連携機関フォーラムの開催、アーカイブに関する知見の共有

ワークショップ・研修の実施、連絡会議・勉強会による情報共有

絶版等資料の個人
送信サービスの準備

絶版等資料の個人
送信サービスの開始 絶版等資料の個人送信サービスの安定的運用

利活用促進のためのイベント等の開催

アーカイブ構築・ジャパンサーチとの連携に関する事例の共有・情報発信

図書館等へのキュレーション活動の支援、ギャラリーの拡充等の活用促進

書籍等分野のつなぎ役として、図書館等とジャパンサーチとの連携促進



年度
項目 2021 2022 2023 2024 2025

ジャパンサーチ
アクションプラン

の遂行

デジタルコンテンツ
の拡充

オープン化の促進

人材育成・意識啓発

つなぎ役の役割推進
アーカイブ機関支援

拡げ役の役割推進
利活用促進
活用者支援

その他独自の取組等

■公文書（国立公文書館）

デジタルアーカイブに係る研修科目の設定、全国公文書館等との情報共有

利活用促進策の実施（SNS対応等）

国立公文書館デジタルアーカイブ、アジア歴史資料センターデジタルアーカイブで
提供するデジタル画像の拡充を推進

公文書館等との連携に向けた国立公文書館による技術支援
（デジタルアーカイブ・システムの標準仕様書に係る取組）

国立公文書館デジタルアーカイブと地方公文書館等との
横断検索等による連携を実施

国立公文書館EAD定義を踏まえたメタデータ運用

「デジタルアーカイブの構築・共有・活用ガイドライン」を踏まえた二次利用条件
等の検討及び可能なものからオープン化

13



年度
項目 2021 2022 2023 2024 2025

ジャパンサーチ
アクションプラン

の遂行

デジタルコンテンツ
の拡充

オープン化の促進

人材育成・意識啓発

つなぎ役の役割推進
アーカイブ機関支援

拡げ役の役割推進
利活用促進
活用者支援

その他独自の取組等

■人文学（人間文化研究機構）

新システム「nihuBridge」とジャパンサーチとの連携

公開データベースのデータに加え、
機関内で蓄積されてきた各種データの共有

利用ライセンスを明示

一般に公開された研究会の開催

新システム「nihuBridge」による
人文系研究機関のネットワーク構築・データ提供

スマートデバイス対応、SNS投稿機能の実装

「nihuINT」によ
るデータ提供

「nihuINT」とジャ
パンサーチの連携

新システム「nihuBridge」でデータセット共有の仕組みを提供
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年度
項目 2021 2022 2023 2024 2025

ジャパンサーチ
アクションプラン

の遂行

デジタルコンテンツ
の拡充

オープン化の促進

人材育成・意識啓発

つなぎ役の役割推進
アーカイブ機関支援

拡げ役の役割推進
利活用促進
活用者支援

その他独自の取組等

■自然史・理工学（国立科学博物館）

館内体制の整備・館内広報による理解推進

標本・資料データベースおよび電子展示の拡充と広報

著作権および関連する権利の整理・館内での環境整備

館内の意識啓発・専門能力開発のための施策実施

サイエンスミュージアムネット（S-Net）参加機関増のための活動・
データ提供支援

セミナー・実習等の開催

S-Netシステム更新

標本・資料統合データベースシステム更新

S-Netシステム更新
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